
◎「食文化を伝承しよう」 

日本には古くから人々が大切に育んできた食文化があり、継承されていくことが望まれる。しかし、若い世

代を中心に和食離れが進んでおり、日本の食文化の重要性やすばらしさを伝えていく必要がある。学校給食で

は郷土料理や伝統料理、食事のマナーなど日本の食文化を伝えるため、さまざまな取組を行っている。 

 

  

生活単元学習で「日本の食生活のよさを知ろう」の 

授業を行った。生徒は一人一人、郷土料理や行事食に 

ついて調べ学習をし、発表した。授業後には調べた郷 

土料理について掲示し、全校で人気投票を行った。票 

の一番多かったものを全国学校給食週間の給食献立に 

取り入れ、全校での取組につなげた。 

 また、肢体不自由の特別支援学校では、個々の児童 

生徒の食べる機能に適した給食に調整し提供している。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学校給食週間の取組 啓発資料と献立（一宮市） 

郷土料理についての取組と献立（特別支援学校） 
 

【郷土料理の人気投票】 

【形態調整食】 

ごはん 

ソース 

かつ 

おっきり 

こみ 

普通食 

後期食（咀しゃく練習食） 

中期食（押しつぶし練習食） 初期食（嚥下練習食） 

一宮市では、１月２４日か

ら３０日までの全国学校給食

週間に、郷土料理や地場産物

を活用した給食を提供してい

る。 

【票の多かった群馬県の郷土料理】 

【１月２４日の給食】 

きしめん きしめんの汁 牛乳 

鶏肉とさつまいもの甘辛がらめ 

ツナあえ 

キャベツの

甘酢和え 


